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注)R,R':前後期で同一校受験
T:前後期で別の大学を受験
R、Tでは前期で2人，後期で1人が合格
R'では前期で1人，後期で2人が合格
◎：複数校に合格し，この大学に進学
○：合格
△：補欠（繰り上げ合格）
×：不合格
6．連続方式から分離分割方式へ
6.12方式並立の経緯
共通1次試験（後の大学入試センター試験）導入が国立大学に受入れられた理由のひと
－153－
つは、導入と引き換えに国立大学の|日1期校と旧2期校の区分を撤廃したいという強い要
望があったことである（飯島、1995)。この区分が事実上大学問の階層区分として社会的
にも機能していた。すべての国公立大学が基本的に同日に試験を行なうことでそうした側
面は改善されたが、今度は逆に、共通1次試験は入試の複数受験の機会を奪うとして批判
された。
それでは、複数受験を可能にするために、どのような制度にすべきなのか。1987年に
連続方式が導入された。しかし受験生の動向について事前の十分な検討や調査がなされな
いまま制度を変更したために、さまざまな混乱が生じた。第1志望の他大学に合格者が流
れて多数の大学では定員割れをおこした。逆に一部の大学では合格者を多く出しすぎて定
員を大幅に上回ることも起きた。こうした事態を避けるために、その年の国立大学協会の
入試改善特別検討委員会では、「事前選択制及び合格者調整方式」（志望順位をつけて出
願し、センターによる集中マッチングを行なう方式）について検討した。しかし、(a)全
国立大学。学部が参加しなければその本来の成果は期待できないこと、(b)他方、全国立
大学・学部のコンセンサスを得るのは困難であると判断されたことから、この案は採用さ
れなかった。そして、基本的に各大学・学部が自らの意向で連続方式を継続するか、それ
とも分離分割を採用するかを決めることになった(1987年10月19日付答申：国立大
学協会入試改善特別委員会、1988)。かつて旧1期校と|日2期校の区分が制度成立当初を
除いてずっと固定され、文部省は区分の廃止も、各学校による日程選択の自由な裁量も頑
として認めなかった（飯島、1995)。このことを思い起すなら、各学校の自由裁量に委ね
たことは文部行政の画期的な方針転換であるともいえる。
6.2各大学の対応
A日程の大学にとって、分離分割方式を採用するメリットは、受験生が併願のB日程の
大学に逃げられるのを防ぐだけではない。この方式では後期日程受験者に関しては他のA
日程校とも併願可能になるから、そちらと併願する受験生を吸収できる。すなわち、大学
のメインのターゲットとなる受験生の層に対して前期は攻め、後期は守りという、一石二
鳥の戦略となる。1988年度入試で京都大学法学部がA日程の手続き締切を早めたのも、
B日程で競合する大学に対抗する方策であり、実質的に分離分割方式の前期日程を採用す
るのと同様の効果をねらった措置である。
もしA日程のある難関校が分離分割方式に移行すれば、その大学との潜在的併願希望の
多い他のA日程校は、多くの受験生にとって第2志望校として扱われてしまい、合格者の
中でも（実人数は少なくても）成績の良い学生を引き抜かれてしまいかねない。したがっ
て、そうした他のA日程の大学もまた、分離分割方式に移行して先に囲い込みを図ろうと
する。この動きが累積すれば、ドミノ的に分離分割方式が普及する。
他方、B日程の大学群については、前提条件が1つ異なっている。A日程校も含めて全
国で最も難易度の高いとされる大学がB日程校であれば、その大学は入試日程を変更する
利点は乏しい。またこの大学と潜在的併願希望者の多い他のB日程校にとっては、もしか
りにA日程への変更あるいは分離分割方式を採用すると、併願して成績のいい受験生を奪
われかねない。したがって、他のB日程の大学もあえて日程を変更する動機は乏しい。
全国の国立大学の中で、当初にA日程を採用していた西日本の有力大学9校（京都大、
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大阪大、神戸大、奈良女子大、岡山大、鳥取大、広島大、山口大、九州大）が1989年に
一斉に分離分割方式を採用した。この理由は､a)西日本では難関校がA日程であったこと、
b)難易度が近接し併願受験生の獲得を巡って競合する大学が近県に存在するという社会的
・地理的構造、の2点によるといえよう。こうなると競合するB日程校が逆に受験生を奪
われることになる。その翌年(1990年）にはB日程であった東日本の有力大学の多くも
また、分離分割方式を採用することになった。受験生獲得をめぐる競争という点で、これ
は､分離分割方式を採用したこれらの大学に対する、防御と反撃ととらえることができる。
多数の大学によるこうした雪崩現象は、複数受験の採用を提唱した人も、文部省も、分
離分割を採用した個々の大学も、決して意図したものではなかったはずである。
7．おわりに
本稿では入試制度を、技術的・制度的観点に立ち、受験生の獲得をめぐる競合関係とい
う側面に限定して分析した。各受験生および各大学の選好構造（志願状況）が変わらなく
ても、入試制度の方式によって合格者や入学者は一般に異なる。併願が可能な制度のもと
では、より優秀な受験生の獲得をめぐる競争が明白な形で現われるため、各大学の入試対
策（日程等の設定）が相乗的に作用し、分離分割方式への雪崩現象のように、「意図せざ
る結果」としてシステムの大きな変動をもたらすことも起きる。
今後も入試制度に対しては、さまざまな（時により相矛盾する）要望が寄せられるであ
ろう。制度の変更の際には、事前にそれぞれの制度の特徴と、予期される受験生および各
大学の行動を十分に検討する必要がある。その上で、大学教育の理念や高校教育への影響
など、配慮が必要な諸要因を総合的に踏まえて、意思決定を行う必要があるといえよう。
この研究では表明された選好（出願）を所与としており、受験生の真の選好構造がどの
ように出願状況に反映されるかは触れていない。また逆に、入試制度の構造が変われば選
好構造（出願大学）も影響をうけて変化する（山田・石塚、1988;岩本、1997)。これら
選好構造の形成プロセスについては、今後の課題である。入試制度および（各受験生によ
る）大学の選好構造は、大学のあり方および大学の社会的評価のそれぞれ一端である。大
きくいえば、両者の相互作用プロセスの研究の一環として位置づけることができよう。
付記
本稿の一部は、関西社会学会大会（1995年5月）、日本教育社会学会大会（1995年9月）
等で報告したものである。コメントをお寄せ頂いた方々 に感謝致します。
注
1）表1の例では非常に単純であるので不要だが、マッチングの解を求めるには、実用
上もシミュレー ションに際してもコンピュー タ・プログラムが一般に欠かせない（長谷川
。七条、1997)。富山(1996)は社会的マッチングのプログラムを開発した。このプログラ
ム自体は1-1型のモデルであるが、デー タ入力を工夫することにより、1-q型、p-q型にも
適用できることが理論的に示されている｡小規模のシミュレー ションにも適用可能である。
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